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＜連絡事項＞
・本日の当直は馬渡Drですが、午後からあおぞらクリニックの診察に行っており不在なので、馬渡Dr帰院するまでは金Drが当直となります。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　富治様～療養環境変更目的にて東C→南病棟へ移動となる。
・飯岡　裕子様～本日採血結果よりヘモグロビン4.5g/dlと緊急値の為、金Drへ報告。金Drより姉様へ連絡し輸血の同意得られた為、PSW通して八戸赤十字病院へ日帰りでの輸血施行可能か問い合わせ中。
・柿木　真吾様～食事台車の人数がオーバーした為、台車ではなく手持ちで持ってくることになりました。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞

・立花　圭様～時間隔離中。話し掛けの多さ、私物に関しての訴え多く、説明にもしつこさや了解の悪さ見られ女性スタッフに高圧的。一時的に部屋で過ごして頂いている。他者トラブルはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・水梨 孝純様～嘔気・嘔吐等消化器症状なく、ニヤツキながら室内を臀部で這って移動している。
・木村　正子様～病棟移動時拒否強くスタッフ3名で対応。バイタル測定時は拒否なく
応じ対応穏やか。頻脈あり、血圧178/120㎜Hgだが、頭痛などの自覚
症状なく不調訴えはない。昼食提供するも食欲なく不食。帰宅要求なく
居眠り見られている。
・苫米地 正義様～バイタル異常なし。昼食提供するも「さっき食べて来たんで…」と話し不食。入院への不満や帰宅要求なく対面時穏やか。ホールで他者交流見られている。
・中山　真由美様～「壁紙剥がれてんの？」「DNA検査は何処でやるの？」等、スタッフに唐突に話し掛けあるが、不穏さはなく穏やか。
・恵茂田　義春様～自室で断続的にスタッフコールあり、体調不良訴えるが
的を得ない返答聞かれている。
・和田　みよ子様～バイタルサイン異常なし。痰鳴あり適宜吸引施行している。ミトン外しや介入への抵抗強く見られている。声掛けには発語あり対応穏やか。
・和田　昌様～体温37.3～37.0℃で経過。悪寒訴えあり掛物調整にて対応している。他バ
イタルサインの異常はない。痰鳴あり自己排痰できない為、吸引施行して
いる。活気なく表情の冴えなさ見られている。
＜田名部Dr.診察＞
・袴田　将志様～「薬剤師の資格を持っている」「免許更新が…」等一方的に話し、切り上げに時間を要している。また、23：00以降、覚醒してしまう為、薬剤調整する事となる。

・信田　あかり様～主治医面談実施。母様とも面会する。インフルエンザ制限解除後の3月より、外泊訓練を開始していく事で母様了解する。
・高田　マキ様～職員の名前や他患者の名前を出し、妄想発言を活発に言う。切り上げに
時間を要している。
・三浦　みよ子様～アルコール依存症治療プログラムのパンフレットを持参して来る。
　　　　　　　　　診察中、突然大声で泣き出す事もある。
・安達　貴浩様～右手の動き良好。本日夕より普通食へ変更となる。
・小笠原　久年様～「いつになったら行けますか」唐突に訴える。外出の話は出ていない事を説明するが了解の悪さがある。
・見付　龍也様～不穏さ無く過ごす事ができている。
・杉澤　恵子様～本日14：00、後頭部の抜糸予定。ふらつきについては、「大股で歩いて
いるから大丈夫」と答える。
・山中　美穂様～採血結果、血糖値は安定。内服薬を減量していく事となる。また、今後の方針について、息子様と家族面談実施の指示を受ける。
・久保　興介様～青山荘に2年入居後、高卒の資格を通信で取るという。不穏さなし。
・柿木　真吾様～引き続き、離床と歩行訓練の指示を受ける。本日夕より普通食へ変更。
また、眠剤を調整していく。
・工藤　みず紀様～「帰れる場所があるんだったら…」と自宅退院の方向で進めていく事となる。
・長峰　孝様～主治医からの質問には「はい。大丈夫です」と答える。入院後、3～4週間
経過後、症状の経過を見ながら外泊訓練を進めていく事で了解する。
＜皮膚科診察＞
・柿木　真吾様～鼻口部～口周囲の発疹治癒にて診察終了。
・藤井　孝蔵様～右膝外側の表皮剥離はアクトシン＋ガーゼ処置指示あり。仙骨部変更なくイソジンシュガーパスタ１本処方あり。
・三浦　常雄様～顔に帯状疱疹あり。バラシクロビル（500）6T毎食後７日分（飲み切り）、ビダラビン軟膏１本（使い切ったらゲンタマイシンを使用）処方となる。
・杉澤　恵子様～処置変更なし。
・助川　節子様～処置変更なし。
・山中　美穂様～処置変更なし。
・木村　美智子様～処置変更なし。
・水梨　孝純様～処置変更なし。
＜新入院患者様情報1＞
日　　時：2月6日　11:07

　氏　　名：木村　正子（きむら　まさこ）様

　生年月日：昭和25年8月2日（69）

　病　　名：統合失調症

　合併症　：糖尿病、高血圧

　性　　別：女性

　主治医　：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　当院1回の入院治療歴あり(H26.7.11～H26.11.6)。

当院退院後定期的な外来通院を継続していた。H30年8月より訪問看護五福を利用していた
が、同年12月には利用中止となっている。

　R1.9月までは夫様付き添いにて外来受診へ来ていたが、R1.10月より本人拒否強く夫様
のみ代理受診となり、怠薬傾向見られていた。R2.1月より内服を一切しなくなり、精神状
態悪化。妊娠妄想や被毒妄想、奇異行為、迷惑行為見られていた。本人を受診につなげる
ことが困難な状況のため、R2.1月夫様が保健所へ連絡し保健所の介入開始となる。R2.2.3
保健所スタッフが本人宅へ訪問すると、対応は落ち着いているが、妄想発言聞かれ内容は
滅裂であった。息子様、保健所職員付添いにて本日来院。精神症状改善目的にてR2.2.6東

Aユニットへ医療保護入院となる。

※家族洗濯
※買い物無し。差し入れのみ。
※糖尿病あり。おやつは0Kcalのみ。
※糖尿病にて中園内科クリニックへ通院していた。田名部Drより入院中は受診しなくてい
いとのことで受診はキャンセルとなっている。
＜新入院患者様情報2＞
日　　時：R2.2.6　12:11　

氏　　名：苫米地　正義(とまべち　まさよし)様

生年月日：S24年3月14日(70歳)

病　　名：脳血管性認知症

性　　別：男性

　主治医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット6号室

(経過）

　現在、妻様との2人暮らし。元々、営業職で仕事を行っていたが、53才の頃突然退職。
退職理由は家族にも話さず、以降も日中自宅の外に出るのを嫌い、夜や早朝に外に出て散
歩をする習慣があった。
平成27年頃から自宅の庭で夜間放尿行為が見られ徐々に悪化。平成30年には放尿行為
に対して警察職員より注意を受けていた。
  令和元年11月に転倒・呂律が回らない、弄便行為が認められたことから、同月18日

に八戸市立市民病院を受診し脳梗塞の診断にて同日同院脳神経内科へ入院。その後脳

梗塞による症状が改善した頃から、元々の既往である糖尿病の治療のために内分泌科

にて入院治療を継続していたが、無断外出などがあった。その後、家族が面会に行っ

た際に病院の備品を大量に隠し持っており「自分のものだ」と言い張り、返却に応じ

ないことがあった。本人より「恥ずかしくてもういられない」と訴えあり、退院日を早め
て12/25の夜間帯に急遽退院となっていた。以後、自宅にて過ごしていたが、夜間行動し
冷蔵庫を物色し食べ物を食べ、翌日血糖値が高値となることがあった。また、インシュリ
ンの単位を間違える事や注射部位を誤るなどの様子も見られていた。また、夜や早朝に家
族に何も言わずに散歩に出掛け、散歩の途中で転倒し頭部裂傷し帰宅することもあった。
排泄の失敗から弄便行為が見られることや、年末に銭湯に行った際には、着衣失行や洗体
が出来ていない様子もあり、家族が介入しようとすると頑なに拒否し最終的には、易怒的
となり自宅から飛び出ていく様子が度々見られている。

　上記より、今後妻との2人暮らしは困難であると判断し、入院治療を希望し令和2年

2月6日当院受診。主治医診察にて同日12:11東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院と

なる。

